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ポーランドの優れた民族学者ブロニスワフ・ピウスツキの生誕 160 年を機に、

リトアニアでアイヌ文化とピウスツキの業績を紹介する展示と交流イベントが

行われています。ここではこの国際協働プロジェクトに関わった三人の講師を

迎えて、この活動の様子、その目標・今後の展望などを語っていただきます。 

講演各 30分、意見交換・質疑応答 30分 

「リトアニア国立博物館で行ったアイヌの文化交流」 

長田佳宏：平取町立二風谷アイヌ文化博物館館長 

1995 年に平取町入庁後、平取町教育委員会へ出向。主に埋蔵

文化財の保護及び平取町立二風谷アイヌ文化博物館・沙流川

歴史館の学芸業務に携わる。2021年から両館の館長に就任。

2016 年以降ブロニスワフ・ピウスツキの没後百年記念事業

（2018年）に関わる中で、ポーランドの博

物館施設との連携を深め、北海道ポーラン

ド文化協会にも入会。現在リトアニア、ポ

ーランドと連携してピウスツキ生誕 160

年記念事業を展開中。 

 

「再びつながることの意義～海外のアイヌコレクションとの再

会」加藤博文：北海道大学アイヌ・先住民研究センター教授 

主要業績：共著『いま学ぶ アイヌ民族の歴史』『包摂と正義

の地球環境学』『北太平洋の先住民文化』『イ

チからわかるアイヌ先住権』など。現在、

先住民・文化的多様性グローバル研究ユニ

ットにおいて、海外 5研究拠点と連携した

国際先住民研究のプラットフォームを立上

げ、北海道と海外をつなぐ共同研究を展開中。 

「時間や場所を超えて繋がるもの～アイ

ヌ現代アート」鵜澤加那子：北海道大学

アイヌ・先住民研究センター招聘教員 

トロムソにあるノルウェー北極大学（UiT）

で先住民族学を専攻、2020年に博士号を取得。

国際労働機関（スイス・ジュネーブ）「原住民及

び種族民に関する ILO 政策推進プロジェクト」

（PRO169）でインターンシップ、ノルウェー・

オスロ大学歴史博物館研究員、ミシガン大学美

術館およびリトアニア国立博物館アイヌ展の

ゲストキュレーターなどを歴任。アメリカ・バ

ンダービル大学美術館でアーティストとして

「セント（匂い）」をテーマとした展示を担当。 

現在は先住民・文化的多様性グローバル研

究ユニット（GRID）に所属し、GI-CoRE の

協力教員も務める。先住民族

の伝統知識や民具に関する

研究、アイヌの伝統と現代

のインスピレーションを融

合させたアートインスタレ

ーションに取り組んでいる。 

ブロニスワフ・ピウスツキ生誕 160年記念 

講演会『アイヌとヨーロッパの時を超えた邂逅』 

～北日本の先住民族アイヌとポーランドの民族学者 B・ピウスツキ～ 

2026. （土）13：30～ 

札幌エルプラザ 4F中研修室（北 8西 3） 

北海道ポーランド文化協会〈第 120回例会〉 

どなたもご参加歓迎 定員 60人 

入場無料 

参加方法（予約推奨）☎080-4071-0956（安藤） 

✉ hokkaidopolandca@gmail.com 



北海道ポーランド文化協会 http://hokkaido-poland.com/ 

* https://www.facebook.com/photo/?fbid=787493631095132&set=pcb.787493697761792 

リトアニア国立博物館で行ったアイヌの文化交流 

平取町立二風谷アイヌ文化博物館館長 長田 佳宏 

2026 年 2 月 5 日～8 月 2 日の約 6 か月間、リトアニアの首都ヴィリニュスに在るリトアニア

国立博物館の分館・ハウス オブ ヒストリーズで、同博物館と平取町立二風谷アイヌ文化博

物館が協働する国際展覧会「"Žmogus tarp pasaulių" A soul between worlds. Indigenous 

Ainu in Northern Japan and ethnographer Bronisław Piłsudski 世界の狭間にある魂：北

日本の先住民族アイヌと民族学者ブロニスワフ・ピウスツキ」が開催されています。 

1. ブロニスワフ・ピウスツキの功績の紹介 

近年、リトアニア及びポーランド国内では、とり

わけピウスツキが行った少数民族調査、社会活動等

を再評価する機運が高まっています。氏が行ったア

イヌ研究は、その多くが樺太アイヌに関する成果で

すが、幾度か行われた北海道アイヌに関する調査も

特筆に値します。1903 年夏にはロシア帝室地理協会

北海道アイヌ調査団の一員として渡道し、主に白老

及び平取コタンでアイヌ調査を行ないました。平取

では地域住民の肖像写真が 30 人分以上撮影され、

さらに被写体の名前も記録されています。またヴァ

ツワフ・シェロシェフスキによる紀行文も残されて

いて、調査の全体像や住民との交流の様子を知るこ

とができます。 

展覧会では、ピウス

ツキの生涯を親しみや

すく伝えるための試み

として「パイカﾗ」とい

う北海道アイヌの少女

を創作し、ストーリーテラーの役割を与えています。 

2. 平取町民によるアイヌ文化の普及・交流* 

2026 年 2 月 27 日～3 月 1 日の 3 日間、リトアニ

ア国立博物館に平取アイヌ文化保存会会員 13 名を

派遣し、アイヌ文化の普及と交流（（アイヌ文化ウィー

クエンド）を行ないました。この一連の活動には北海

道大学の加藤博文教授、鵜澤加那子招聘教員にもご参

画いただき長田と共にプログラムを実施しました。 

保存会の活動としては、アイヌ文様の切り絵、ア

イヌ口承文芸、アイヌ古式舞踊、アイヌ文様の刺し

ゅう、保存会の活動紹介、アイヌ料理ワークショッ

プが行われ、

加藤、鵜澤

両氏と長田

による講演、

ドキュメン

タリー映画

『Ainu｜ひと』『フィシスの波文』の上映と合わせて

11 のプログラムが行われました。３日間のプログラ

ムで参加者は約 500 人、期間中の展覧会来場者は約

900 人でした。 

普及・交流事業の中で、参加者の意見や感想を聞

いたところ、多くの参加者はアイヌ文化の予備知識

はないが、異文化体験に興味があって参加したとの

ことです。リトアニアにキリスト教が伝来する中世

以前は、自然への崇拝が生活に根付いていたことも

あり、宗教的な観点からアイヌ文化に対する親近感

をもったという参加者もいました。 

3. さまざまな縁を大事にして 

リトアニア国立博物館と保存会のこうした文化交

流は、ピウスツキらによる北海道アイヌ調査がもた

らした縁によります。平取町のような小さな町にリ

トアニア国立博物館が協力関係を依頼したのも、ア

イヌの伝統が色濃く残る地域性が評価されたからで

す。町の人口規模や経済力だけで平取町の価値はは

かれません。そのこと

は 1903 年にピウスツ

キらが平取を調査地に

選んだのと同じ理由と

考えられます。 

本展覧会は 8 月 2 日

に閉幕し、つづいて本

年9月～2027年３月に

ポーランドのスレユヴ

ェク市に在るユゼフ・

ピウスツキ博物館へ巡

回します。今回お世話

になった関係者との縁を大事にしながら、スレユヴ

ェクでもアイヌ文化の普及事業を進めます。 

（おさだ・よしひろ、会員） 

写真（左中）展示案内の北海道アイヌ 少女パイカﾗ 

（左下）国際展オープニングで鵜澤氏と長田、講演で加藤氏 

（右下）保存会によるクリムセ（弓の舞）、アイヌ料理ワー

クショップ 



発表要旨 

「リトアニア国立博物館で行ったアイヌの文化交流」 

平取町立二風谷アイヌ文化博物館長 長田佳宏 

2026 年 2 月 4 日から 8 月 5 日までの約 6 ヶ

月間、リトアニアの首都ヴィリニュスに所在す

るリトアニア国立博物館の分館であるハウス・

オブ・ヒストリーズでブロニスワフ・ピウスツ

キの生誕 160 年を記念する国際展覧会“A Soul 

Between Worlds”が開催されている。 

この展覧会に伴い 2026 年 2 月 27 日～同年

3 月 1 日の 3 日間、リトアニア国立博物館に平

取アイヌ文化保存会を派遣し、アイヌ文化の普

及と交流を行なった。この一連の活動には北海

道大学の加藤博文教授、鵜澤加那子氏にも参画

いただき、ともにプログラムを実施した。 

展覧会は 2026 年 8 月 2 日に閉幕し、続く同

年 9 月 12 日から 2027 年 3 月 28 日にかけて、

ポーランドのスレユヴェクに所在するユゼフ・

ピウスツキ博物館に巡回される。今後もブロニ

スワフ・ピウスツキや博物館活動の縁をつない

で、様々なアイヌ文化振興を展開していきたい。 

「再びつながることの意義～海外のアイヌコレクションとの再会」

北海道大学アイヌ・先住民研究センター教授 加藤博文 

ヨーロッパ各地の博物館には、数多くのアイヌコレク

ションが収蔵されている。近年、アイヌ文化への関心の高

まりとともにコレクションの形成に寄与し、アイヌ文化

の研究に力を注いた研究者の再評価も進んでいる。アイ

ヌコミュニティと公私共に深く関わったブロニスワフ・

ピウスツキの功績もその一つである。 

一方でアイヌ民族にとっては、自らの文化遺産が遠く

離れた異国の地に長年にわたり所蔵されてきた歴史的経

緯を確認することは大きな意義がある。祖先の残した手

跡とつながることは、過去と現在に時間的隔たりを設け

ない先住民族としての世界観にとって極めて重要なプロ

セスとなる。 

海外に所在するアイヌコレクションは、ある意味で植

民地主義の影響も内包している。先住民族の文化遺産を

失われた文化遺産のレファレンスにとどめないためにも、

現代の生きた文化の文脈に改めて位置付けて、先住民知

の源泉として活用する新たな視点が求められている。 

「時間や場所を超えて繋がるもの～アイヌ現代アート」 

北海道大学アイヌ・先住民研究センター招聘教員 鵜澤加那子 

アイヌ民族という言葉を聞いて、何を思い浮

かべるだろうか。とりわけ「アイヌアート」と

いう言葉には、戸惑いを覚える人も少なくない

かもしれない。 

2023 年、リトアニア国立博物館の分館であ

る歴史館館長シモナ・シルヴィダイテ=シュリ

ュピエネさんから、ブロニスワフ・ピウスツキ

生誕 160 周年を記念する国際展覧会“A Soul 

Between Worlds”において、現代を生きるアイ

ヌを紹介する展示のゲストキュレーターを依

頼された。その際、私は「アート」という視点

から展示を構成したいと提案した。 

出展作家たちの作品には、それぞれが抱くア

イヌ文化や人々への思いが込められており、そ

の物語は時代や場所を超えて鑑賞者に語りか

ける。伝統とされる文様や技法を用いながらも、

作家たちは独自の表現を生み出し、ブロニスワ

フ・ピウスツキが収集した資料や音声記録との

新たな対話を創出したのである。 

Phot. Silvestras Samsonas,  

写真 加藤博文、平取アイヌ文化保存会 National Museum of Lithuania 


